
第3章　吉阪隆正在仏期・全学習記録

3-1　吉阪の懐事情

「日記カテゴリ分析による在仏日記の性格」によって、日記内
記述における学習記録の豊かさが発見された。全459件の吉阪
の全学習記録は９つの分類で整理できる。
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【研究目的と背景】

【対象資料について】

【研究方法】

【既往研究と本研究の位置づけ】

第2章　カテゴリ分析の結果
【在仏日記について】

【挿入資料について】

本研究の目的は、建築家・吉阪隆正（1917-80）在仏時、195
0年8月から1952 年10月までの大学ノート4 冊に書き込まれ
た日記（以降、在仏日記）と同日記内の挿入資料の解読を行い
、もって吉阪隆正のフランス留学の全貌を明らかにする事であ
る。吉阪の留学機についてはこれまで少なくない研究が為され
てきたが、それらはコルビュジエの弟子としての性格を重視し
たものが多く、吉阪の網羅的な学習や交流について研究したも
のは見当たらない。したがって本研究では意識的にコルビュジ
エアトリエ内での活動とその他のあらゆる活動を並列して、同
時に語り、その相互の関係と包括的な吉阪の思考を明らかにす
る。
①吉阪の全学習記録
②吉阪の人的ネットワーク
③吉阪の旅

対象とする資料は、吉阪隆正が留学期間中に記していた日記帳
全4冊で、1950年8月23日～1952年7月29日までの707日間
を記したものである。707日間の内、約84%の594日の日記が
書かれている。更に本日記帳には、挟み込まれて保存されてい
た資料全221資料が存在する。(以降、挿入資料)挿入資料につ
いても、日記帳の一部とみなし研究の対象とする。

①吉阪隆正在仏日記・挿入資料の解読（日仏英）
②在仏日記記述内容のリスト化・カテゴリーの分析
③挿入資料のリスト化・カテゴリーの分析
上の②と③によって、資料の全体的な性格を明らかにする。
④以上を踏まえた包括的な分析と考察
上記を踏まえて吉阪留学の全貌を表す事項について分析と考察
を行う。

・倉方俊輔著『吉阪隆正とル・コルビュジエ』 王国社 2005
本書は本論文と同時期の吉阪隆正の活動における建築作品や建築理論
、さらにル・コルビュジエからの影響を中心として紹介している。し
かしル本研究が対象とする在仏日記については部分的な紹介に留まっ
ており、またその内容もル・コルビュジエに関係する記述が主である
為、日記帳の包括的な研究とは言えない。本研究が対象としている資
料は留学後の吉阪の記述と留学時に家族に向けて頻繁に送られている
書簡である。この書簡は日記帳に記された日々の記録を元に書かれて
いた物であり、日記帳と併せる事でより詳細な吉阪の留学生活を明ら
かにすることが可能である。
・福田京「アトリエ・ル・コルビュジエにおける吉阪隆正のプ
ロジェクト担当箇所の特定と考察」東京理科大学、2007
アトリエ・ル・コルビュジエ内での吉阪の担当箇所を明らかにする事
を目的としており、その特定材料の一つとして日記帳が参照されてい
る。ル・コルビュジエ財団の所蔵資料との横断的な比較分析が為され
ており、その事によって吉阪のアトリエ内での詳細な活動が明らかに
なっている。しかし、本研究も日記帳内のアトリエに関する記述のみ
を引用しており、その内容は吉阪の留学全体を述べるには不足がある
と言える。

吉阪の留学において、アトリエ・ル・コルビュジエでの経験は一側面
でしか無く、アトリエ外でも吉阪は広く活動し、自身の研究を進めて
いた。

この事から、本研究ではこれまでの既往研究を土台として、
①吉阪隆正在仏日記の全体を初めて解読し研究すること
②それによって、ル・コルビュジエ以外の側面に着目
③必要に応じて、既往研究に対して精密な指摘を与えること
を目標とする。

記述内容をA-Jまでのカテゴリに分類し、日毎のリストを作成
した。またそのリストに基づき、週毎にその記述の量を濃淡で
示した。A-Jのカテゴリはそれぞれ以下の通りである。

これにより、在仏日記のカテゴリーによる全体的な性格が明ら
かになった。また、既往研究との比較により、吉阪のアトリエ
内外での活動の関係性も述べることが出来る。
また、精密な読み下しとコンテクスト分析によって次章以降の
分析と考察の為の基礎資料が整ったといえる。

挿入資料に対しても、精密な解読が完了している。また、資料
の性質を11項目に分類してリスト化した物が以下の図である。
これにより、挿入資料の全体的な性格が明らかとなった。

④補足資料として、全44冊のスケッチブックを参照
吉阪は留学中、スケッチブックと日記帳を携帯して、使い分け
ていた。分析の為に、補足的にスケッチブックを参照する。

A

B

C

D

E

カテゴリ 内容

備忘録 寝食の記録等の日常的な記述

思索 思う・考える

学習記録 読書・映画・展覧会等の記録

旅の印象 旅路の景色等の記録

交友関係 吉阪のあらゆる交友関係

ル・コルビュジエ
について ル・コルビュジエに関する意見等

アトリエ ル・コル
ビュジエの従事者
に関する記述

アトリエ ル・コルビュジエ
従事者らとの交流等

アトリエ ル・コル
ビュジエ計画進行 アトリエにおける計画進行の記録

ル・コルビュジエ
の発言録

ル・コルビュジエの発言に
関する意見等

カテゴリ 内容

F

G

H

I

仕事・学習
交友関係
旅

アトリエ外 アトリエ関係
363 (C) 176 (H)
353(E-G) 133 (G)
62 14

次節以降、学習記録の分析を進めるに当たり、1950年頃のフ
ランスフランの現代に於ける価値を確認した。1fr=8.5円。
3-2　読書・文献調査
全54冊の読書記録、フランス国内20地域に対する文献調査。
吉阪の読書の中でフェミニズムや家族制度、夫婦と性について
の問題への関心が見られる。「第二の性」を読み、「住居学の
構想にヒントあり」と綴っている。
フランス地域の文献調査については、下図のような20の地域。

第４章　人的ネットワーク
①アトリエ ル・コルビュジエ：38名（住総研から新たに9名）
②在仏日本人：77名
③①以外の外国籍の人物：105名

第6章　考察
吉阪が留学から帰国後に執筆する『住居論』の本論の初めを見ると、
「以下11節に分けて述べられることは、まだこの学問が体系だてられ
ていない今日としては、ほんの一部の例を揚げるにとどまることをお
断りしなくてはならない。また具体的な実例が主としてフランスから
引用されているのは、資料の関係で住居史との重複を避けたいためで
あった。」
とある。
留学前に執筆した「住居学汎論」の章立てと比較するとフランス時代
に学んだ事が顕著に反映されている事が分かる。

例えば、本論p131「男女の住居に対する考え」節、p151「理想の代
償として重点の置かれる家具」節はそれぞれ男女については、Femm
e Frigide（Wilhelm Stekel著）やSimone 
Beauvoir「第二の性」を読んだこと。Modulorにおける女性への寸
法的弊害、家具については、アトリエル・コルビュジエ内で226の検
討をしたこと（家具を中心に）がその原因として考えられる。

このような住居学への変化を与えた要因の一つとして、吉阪が留学中
、長い時間をかけて取り組んだ「フランス民家調査」があり、その文
献調査の実証の機会の一つが「パリ・マルセイユ間原動機付き自転車
旅行」だった。実際に住居論の中には、留学期間中の学習記録に残る
BibliothequeNationaleでの調査した土地とその情報が多数見られ
る。




